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　▼収集の申し込みは収集日２日前の 15：00までにお願いします。
　　１９日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　２０日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　２１日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２６日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２７日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　２８日㈮　東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌
問 申 留萌南部衛生組合 ☎43-2555

11月の粗大ごみ収集日
日
程
と
収
集
地
区

ごみ減量のコツごみ減量のコツ ［vol.24］
　私たちのまわりからは、たくさんのごみが出ます。大量生産、大量消費の時代は終わり、限りある
資源を使い切ってしまう前に、ごみの減量化と再活用できる循環型社会を構築しなければなりません。
　市では、埋め立てるごみを減らし、埋立処分場を少しでも長く使用するために、ごみの処理および
再商品化方法にあわせたごみの分別を行っています。

▼小学生または親子を対象に、身近な地域でとれる農産物
を使った加工体験を行います。今回は豆腐や漬物作りを体
験します。地元の食材を使い、作る楽しさを通して「るも
いの味と伝統」を学びませんか。
問 市・農林水産課 ☎ 42-1837

るもい子ども加工塾 参加者募集
第５回 「るもい産野菜を使った農家伝統料理加工体験」

日 11月29日㈯　10：00～ 12：00
所 風土工房こさえーる
対 市内小学生または親子
定 10組（先着順）
費 無料
申 11月21日㈮までに、左記まで電話で
　　お申し込みください。（土日、祝日除く）

★再商品化の具体例は下記のとおりです。
ごみの区分 再商品化具体例

新 　 聞 　 紙 新聞紙、週刊誌など
ダ ン ボ ー ル ダンボールなど
紙（ 牛 乳 ） パ ッ ク トイレットペーパー、ティッシュペーパーなど
ア ル ミ 缶 アルミ缶、アルミ製品など
ス チ ー ル 缶 スチール缶、鉄製品、建設鋼材など
リ タ ー ナ ブ ル び ん
（一升びん、ビールびんなど） 洗浄し、そのまま再利用

そ の 他 の ガ ラ ス び ん ガラス製品、グラスウール、タイルなど
雑 　 が 　 み お菓子の紙箱など
雑 　 　 　 誌 雑誌、絵本など
発 泡 ス チ ロ ー ル プラスチックなど
金 　 属 　 類 建築鋼材、自動車部品など
紙 製 容 器 ダンボール、ノート、ティッシュペーパーなど
プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 再生樹脂、塗料、コークスなど
ペ ッ ト ボ ト ル 衣料品、卵パック、シャンプーのボトルなど
白 色 ト レ イ 断熱材、トレイなど
廃 食 用 油 バイオディーゼル燃料、石鹸など

　このように、今まで、ごみとして捨てていたものが、きちんと分別することにより、再利用、再商
品化されています。
　一人ひとりの適正なごみの分別がとても大切なので、今後ともさらなるごみの分別にご協力をお願
いします。

★リサイクルマーク

▶ ダンボール

▶ アルミ缶

▶ スチール缶

▶ 紙製容器

▶ プラスチック
製容器

▶ ペットボトル


